
部
第 1'.187号

昭和 51年 4月

口特集昭和51年度文教行政の展望口

昭和51年度文教施策の展望。。...,•…..............•••井内慶次郎 2 

基本施策樹立のための闘査研究・・・・・・............…宮野聰ー 10 

初等中等教育の充実・・.......................,......・・・・別府 哲 13 

高等教育の整備充実・・・・.................,...・・・・・・・・・・・大崎 仁 24 

学術研究の振興・ 0 •• oo•••••••••.. ••••・・・・............・・・・・七田 基弘 32 

国際協力の推進．．．.....。........................。....。・・・大塚 喬清 38 

社会教育の振興・・.......●●.,..........................や・・塩津 有彦 47 

体育・スボーツの振輿と

学校保健、学校給食の充実…… 00・和 忠利 54

私学の振興.....,.....,.............................。....。•高石邦男 62

文教施設整備計画・．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．.................•柏木健三郎 68

文化行政の振興.............................・・・・・・・・・・〇●。中西 真夫 73 

文部省行政体制の整備と

税制改正について…………..•鈴木 勲 83

〔文部省の窓J

「文明問題懇談会」終わる・・・ 0,....…………………大臣官房企画室 94 

〔連載第43回〕

人物を中心とした文化郷土史一神奈川県一…。。…酒井歌ー 85

表紙小林敏子 カット須貝夫早子



―
―
 

中

西

貞

夫

統
的
建
造
物
群
保
存
地
区
の
保
存
、
民
俗
文
化
財
の
保
護
の
充
実
な
ど
ー
ー

レ
ビ
用
優
秀
映
画
製
作
奨
励
金
制
度
の
新
設
、
埋
蔵
文
化
財
保
存
対
策
、
伝

昭

和

五

十

一

年

度

文

教

行

政

の

展

望

ー
ー
青
少
年
・
こ
ど
も
芸
術
劇
場
、
移
動
芸
術
祭
の
拡
充
、

文
化
庁
関
係
の
昭
和
五
十
一
年
度
予
算
額
は
、
官
庁
営
繕
費
を
含
め
総
額
二

百
四
十
二
億
円
で
、
昭
和
五
十
年
度
当
初
予
算
額
二
百
十
五
億
円
に
比
べ
て
、

二
十
七
億
円
(
―
ニ
・
八
％
）
の
増
で
あ
り
、
官
庁
営
繕
費
を
除
く
文
化
庁
の

予
算
は
、
二
百
三
十
八
億
円
で
昭
和
五
十
年
度
当
初
予
算
額
二
百
十
二
億
円
に

比
べ
て
、
二
十
六
億
円
(
―
ニ
・
五
％
）
の
増
と
な
っ
て
い
る
。

こ
れ
を
事
業
の
面
で
主
な
も
の
を
拾
っ
て
み
る
と
、
芸
術
文
化
の
振
興
で

は
、
青
少
年
芸
術
劇
場
、
こ
ど
も
芸
術
劇
場
及
び
移
動
芸
術
祭
の
公
演
回
数
を

増
加
す
る
と
と
も
に
、
新
た
に
、
こ
ど
も
向
け
テ
レ
ビ
用
優
秀
映
画
の
製
作
を

奨
励
す
る
こ
と
と
し
た
ほ
か
、
芸
術
関
係
団
体
に
対
す
る
補
助
の
増
額
、
都
道

府
県
の
文
化
活
動
費
補
助
及
び
文
化
施
設
整
備
費
補
助
に
つ
い
て
補
助
単
価
を

文

化

行

政

の

振

興

こ
ど
も
向
け
テ
’

引
き
上
げ
る
こ
と
な
ど
が
あ
る
。
ま
た
、
国
立
文
化
施
設
に
つ
い
て
は
、
第
二

国
立
劇
場
（
仮
称
）
、
国
立
演
芸
資
料
館
（
仮
称
）
及
び
国
立
国
際
美
術
館

（
仮
称
）
の
設
立
準
備
を
引
き
続
き
進
め
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

次
に
、
文
化
財
保
護
の
充
実
に
つ
い
て
は
、
文
化
財
保
護
法
改
正
の
趣
旨
に

の
っ
と
り
、
埋
蔵
文
化
財
保
存
対
策
、
重
要
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区
保
存

対
策
、
民
俗
文
化
財
の
保
護
、
文
化
財
保
存
技
術
の
保
護
等
に
重
点
的
に
配
慮

し
、
・
所
要
の
経
費
を
計
上
し
て
い
る
。
以
上
の
ほ
か
、
重
要
無
形
文
化
財
保
持

者
に
対
す
る
特
別
助
成
金
を
増
額
し
、
ま
た
、
地
方
公
共
団
体
に
よ
る
史
跡
の

買
い
上
げ
に
対
す
る
補
助
等
文
化
財
等
の
公
有
化
に
つ
い
て
、
そ
の
促
進
を
図

る
こ
と
と
し
て
い
る
。
ま
た
、
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
（
仮
称
）
の
設
立
準
備
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釦

そ

の

他

を
進
め
る
と
と
も
に
r

．
国
立
詣
楽
堂
（
仮
称
）
に
つ
い
て
も
設
立
準
術
詞
査
を

行
う
こ
と
と
し
て
い
る
。

な
お
ま
た
、
長
期
的
縞
点
に
立
っ
て
、
新
し
い
見
地
か
ら
日
本
文
化
の
振
興

を
図
る
た
め
、
文
化
行
政
長
期
総
合
計
画
の
策
定
を
引
き
続
き
行
う
こ
と
と
し

て
い
る
。

以
下
、
文
化
庁
の
予
算
及
び
事
業
の
概
要
を
、
「
芸
術
文
化
の
振
興
」
、
「
文

化
財
保
護
の
充
実
」
、
に
分
け
て
概
説
す
る
こ
と
と
す
る
。

昭
和
五
十
一
年
度
芸
術
文
化
関
係
予
算
は
、
本
庁
及
び
各
附
属
様
関
の
人
件

費
を
除
き
、
四
十
九
億
四
百
万
円
で
あ
り
r

前
年
度
当
初
予
算
に
比
し
、
八
億

八
千
万
円
（
ニ
ニ
％

9
)

の
塩
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
う
ち
本
庁
の
芸
術
文
化
振

興
費
の
伸
長
は
、
五
億
四
千
五
百
万
円
増
の
三
十
六
億
九
千
二
百
万
円
で
一

瓦
％
の
伸
び
と
な
っ
て
い
る
。

曰
青
少
年
芸
術
劇
場

十
四
歳
か
ら
十
九
歳
ま
で
の
青
少
年
を
対
象
に
f
一
流
芸
術
家
に
よ
る
優
仇

た
オ
ペ
ラ
、
バ
レ
＝
、
歌
縛
伎
等
の
巡
回
公
演
を
無
料
で
鑑
賞
す
る
饒
会
を
提

供
す
る
事
業
で
、
昭
和
四
十
二
年
度
か
ら
実
施
し
て
い
る
。
昭
和
五
十
一
年
度

は
、
従
来
と
同
じ
八
種
目
で
公
猿
回
敷
定
百
四
r
-
l

二
回
（
一
県
当
た
り
約
i
―
―

同
）
か
ら
百
九
十
二
回
口
県
当
た
り
約
四
回
）
と
し
r

二
億
五
千
四
百
三
十

三
万
円
を
計
上
し
て
い
る
。

口
こ
ど
も
芸
術
劇
湯

六
歳
か
ら
十
三
歳
ま
で
の
小
。
中
学
校
の
児
童
•
生
徒
を
対
象
に
、
青
少
年

芸
術
劇
場
と
同
様
に
児
童
劇
、
音
楽
劇
、
パ
レ
一
一
等
の
巡
回
公
演
を
無
料
で
鑑

賞
す
る
楓
会
を
提
供
す
る
事
業
で
、
昭
和
四
十
九
年
度
か
ら
実
施
し
て
い
る
e

昭
和
五
十
一
年
度
は
、
従
来
と
同
じ
五
年
碑
目
で
公
演
回
数
を
百
四
十
一
回
（
一

県
当
た
り
―
―
一
回
）
か
ら
百
八
十
八
回(l
県
当
た
り
•
四
回
）
と
し
、
一
億
三
千

豆
百
六
十
万
円
を
計
上
し
て
い
る
。

国
芸
術
祭
及
び
芸
術
選
奨

毎
年
秋
に
実
施
し
て
い
る
国
の
芸
術
象
は
、
昭
和
五
十
一
年
度
は
三
十
一
回

を
迎
え
る
。
主
催
公
演
と
し
て
、
邦
楽
・
邦
舞
r

交
響
楽
、
オ
ペ
ラ
等
六
檻
巨

の
公
演
を
行
う
に
必
要
な
経
費
等
四
千
四
百
八
十
六
万
円
を
計
上
し
て
い
る
。

ま
均
芸
術
各
分
野
に
お
い
て
年
間
に
優
れ
た
業
績
を
あ
げ
た
者
茨
び
優
ね

た
新
人
を
選
奨
す
る
芸
術
選
奨
に
つ
い
て
は
、
文
部
大
臣
賞
、
文
部
大
臣
新
入

賞
等
の
紐
費
八
百
三
十
七
万
円
を
計
上
し
て
い
る
。

詞

移

動

芸

術

祭

平
素
、
芸
術
鑑
賞
の
槻
会
に
恵
ま
汎
な
い
地
方
の
人
｀
々
を
対
象
に
、
歌
舞

伎
、
新
劇
、
交
響
楽
r

バ
レ
ェ
等
の
優
れ
た
舞
台
芸
術
を
鑑
賞
す
る
様
会
を
提

供
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
昭
和
四
十
六
年
度
か
ら
実
施
し
て
い
る
移
動
芸
術

祭
は
、
昭
和
五
十
一
年
度
は
f
春
季
に
従
来
の
歌
舞
伎
、
新
劇
、
交
響
楽
に
新

た
に
文
ペ
ラ
、
バ
レ
＝
一
を
加
え
五
種
目
と
し
、
公
涸
回
数
を
四
十
一
公
演
か
ら
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中
し
ー
、
8
り

八
十
二
公
演
と
し
た
。
秋
季
に
は
、
従
釆
と
同
じ
八
種
目
で
百
六
十
二
公
演
を

百
七
十
六
公
演
と
し
、
三
億
三
千
九
百
五
万
円
を
計
上
し
て
い
る
。

国

芸

術

家

在

外

研

修

等

』

①
芸
術
家
在
外
研
修
員
の
派
遣

美
術
、
音
楽
、
舞
踊
、
演
劇
、
映
画
、
舞
台
美
術
、
舞
台
照
明
等
の
芸
術
各

分
野
か
ら
将
来
性
の
あ
る
新
進
の
芸
術
家
を
選
ん
で
海
外
に
派
遣
し
、
希
望
す

る
テ
ー
マ
で
冥
地
に
研
修
さ
せ
、
そ
の
専
門
分
野
の
研
さ
ん
を
通
し
て
有
為
な

人
材
の
育
成
を
図
る
も
の
で
、
昭
和
四
十
二
年
度
か
ら
実
施
し
て
い
る
。
昭
和

五
十
一
年
度
は
、
昭
和
五
十
年
度
同
様
研
修
期
間
一
年
の
研
修
員
二
十
八
名
、

二
年
の
研
修
員
四
名
を
派
遣
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

②
芸
術
文
化
指
導
者
等
派
遠

芸
術
諸
分
野
、
芸
術
文
化
行
政
等
の
各
分
野
の
指
導
的
立
場
に
あ
る
人
を
短

期
間
海
外
に
派
遣
し
、
海
外
の
芸
術
文
化
に
つ
い
て
調
査
研
究
さ
せ
る
も
の

で
、
昭
和
五
十
年
度
同
様
五
名
分
が
計
上
さ
れ
て
い
る
。

因
優
秀
映
画
の
促
進

前
年
度
に
引
き
続
き
、
優
秀
映
画
の
製
作
促
進
の
た
め
の
奨
励
金
一
億
円

（
一
本
一
千
万
円
、
十
本
分
）
を
計
上
し
た
ほ
か
、
新
規
に
こ
ど
も
た
ち
の
美

ば
ぐ
(
‘

的
感
覚
を
婆
い
、
豊
か
な
情
操
を
育
む
た
め
、
優
れ
た
こ
ど
も
同
け
テ
レ
ビ
用

ァ
―
―
メ
ー
ジ
ョ
ン
映
両
の
製
作
者
に
対
し
て
製
作
奨
励
金
（
一
本
六
百
万
円
、

五
本
分
）
の
交
付
を
行
い
、
ア
i-
4

／
ー
シ
ョ
ン
映
画
の
質
の
向
上
を
図
る
こ
と

と
し
て
い
る
。

芸
術
文
化
活
動
の
普
及
振
興

鯛
芸
術
文
化
の
振
興
冒

，
 

り
外
国
人
に
対
す
る
日
本
語
教
育

国
際
交
流
の
活
発
化
に
伴
い
、
外
国
人
に
対
す
る
日
本
語
教
育
を
充
実
発
展

さ
せ
る
必
要
性
が
増
大
し
つ
つ
あ
る
が
、
昭
和
五
十
一
年
度
は
f
本
庁
に
お
い

て
こ
の
日
本
語
敦
育
推
進
の
た
め
の
闘
査
研
究
閣
発
の
促
進
を
図
る
と
と
も
に

国
立
国
語
研
究
所
に
日
本
語
教
育
七
ン
タ
ー
を
附
置
し
、
そ
の
充
実
を
図
る
。

（
後
述
）

②
国
語
施
策
の
改
善
等

匡
語
審
議
会
に
お
い
て
引
き
続
き
国
語
施
策
の
改
善
の
具
体
策
に
つ
い
て
審

議
す
る
と
と
も
に
、
国
語
旅
策
に
つ
い
て
の
意
見
瓢
査
、
国
語
問
題
研
究
捺
議

会
の
開
催
、
教
育
に
お
け
る
国
語
問
題
の
調
査
、
国
語
に
関
す
る
普
及
資
料
の

作
成
・
配
布
、
国
語
施
策
に
関
す
る
実
態
闘
査
、
国
語
施
策
中
間
報
告
資
料
作

成
。
配
布
（
新
規
）
等
を
実
施
す
る
た
め
の
経
費
及
び
国
語
施
策
に
関
す
る
海

外
瓢
査
を
行
う
た
め
の
経
費
と
し
て
、
二
千
四
百
万
円
を
計
上
し
て
い
る
。

⑱
著
作
権
思
想
の
匡
際
的
普
及

我
が
国
の
著
作
物
や
レ
「
一
ー
ド
等
が
普
及
し
て
い
る
東
ア
ジ
ア
に
謬
け
る
著

作
権
事
情
を
実
池
に
調
査
す
る
と
と
も
に
、
我
が
国
の
著
作
権
制
度
に
対
す
る

海
外
の
認
識
を
深
め
る
た
め
、
同
制
度
の
概
要
を
詔
介
す
る
欧
文
パ
ン
フ
レ
ッ

、
r
を
作
成
。
配
布
す
る
こ
と
と
し
、
百
五
十
三
万
円
を
計
上
し
て
い
る
。

①
批
界
の
宗
教
事
情
瓢
査

昭
和
四
十
八
年
度
か
ら
四
か
年
計
両
で
国
と
宗
教
と
の
関
係
、
国
と
宗
教
団

体
と
の
関
係
等
に
つ
い
て
の
賭
外
国
の
実
情
調
査
を
実
施
し
て
い
る
が
、
昭
和

五
十
一
年
度
は
、
ア
ジ
ア
中
近
東
埴
域
の
実
地
調
査
を
行
う
こ
と
と
し
、
百
六

- 74 -



，
｀
二
ぉ
｀
食
J1
竺
ぎ

l
:て
‘
i
i
`
:
:
i
i
,
;
t
よ
勢
筍
り
！

は
、
昭
和
五
十
年
度
の
一
餡
当
た
り
単
価
四
千
四
百
万
円
を
昭
和
五
十
一
年
度

に
は
五
千
八
百
万
円
に
大
幅
に
増
額
し
r

十
八
館
分
十
憶
四
千
四
百
万
円
を
計

上
し
て
い
る
。

詞

国
立
芸
術
文
化
施
設
の
蓋
備

①
第
二
国
立
劇
場
（
仮
称
）
設
立
準
備

オ
ペ
ラ
、
バ
ど
i
、
オ
ー
ゲ
ス
ト
ラ
、
新
馴
等
の
現
代
芸
術
の
た
め
の
第
二

国
立
閲
掲
の
設
置
に
つ
い
て
は
、
昭
和
四
十
六
年
度
か
ら
調
査
炭
が
計
上
さ

れ
、
調
査
検
討
炉
始
め
ら
れ
、
昭
和
四
十
七
年
十
二
且
に
第
二
国
立
劇
場
設
立

準
備
協
謡
会
か
発
足
し
、
そ
の
中
に
事
業
辱
門
委
員
会
、
さ
ら
に
同
委
員
会
に

音
楽
、
痰
調
舞
踊
の
各
部
会
が
設
け
ら
九
て
、
第
二
国
立
劇
場
の
目
的
、
性

椅
事
業
施
設
等
の
基
本
的
な
考
え
方
に
つ
い
て
慎
重
な
検
討
が
続
け
ら
れ

て
き
た
。
昭
和
五
十
年
度
に
は
、
施
設
の
規
模
、
配
置
等
の
基
本
構
想
案
を
作

成
し
て
い
る
が
、
昭
和
五
十
一
年
度
は
協
畠
会
に
お
い
て
、
い
っ
そ
う
具
体
的

な
調
五
検
討
を
行
う
ほ
か
、
引
き
続
き
姉
設
の
規
模
、
配
置
等
の
基
本
構
想
を

検
討
す
る
こ
と
と
し
て
、
千
九
百
四
十
万
円
を
計
上
し
て
い
る
。

②
国
立
演
芸
褒
料
館
（
仮
称
）
の
設
立
準
備

落
語
、
諮
談
、
浪
曲
、
漫
才
等
の
伝
統
的
な
大
衆
芸
能
の
多
く
は
貴
霊
な
資

料
の
散
逸
、
滅
失
等
が
目
立
ち
、
正
統
的
な
芸
の
後
継
者
が
減
少
し
て
い
る
な

ど
菱
慮
す
べ
き
状
態
に
あ
る
現
状
に
か
ん
が
み
、
こ
れ
ら
の
資
料
の
保
存
活

贋
技
芸
の
継
承
を
図
る
た
め
、
国
立
演
芸
資
斜
誼
（
仮
称
）
の
設
立
に
つ
い

て
瓢
査
検
討
す
る
こ
と
と
し
、
昭
和
四
十
九
年
度
か
ら
設
立
準
傭
に
必
要
な
経

費
を
計
上
し
て
き
た
が
、
昭
和
五
十
一
年
度
は
、
五
十
年
度
に
引
き
続
き
設
立

芸
術
文
化
活
動
の
助
成

:~,.| 

．． 

さ
シ
懃
t
.

十
八
万
円
を
計
上
し
て
い
る
。

⑮
文
化
庁
提
供
テ
レ
ビ
番
絡

国
立
博
物
朗
、
美
術
館
に
収
蔵
さ
れ
て
い
る
文
化
財
や
名
品
、
我
が
国
や
外

国
の
美
術
作
品
の
特
別
辰
の
陳
列
品
、
国
立
劇
場
で
上
浪
さ
れ
る
歌
舞
伎
f
文

楽
、
池
方
の
民
俗
芸
態
そ
の
他
を
紹
介
解
説
す
る
テ
レ
ビ
番
絹
「
美
を
も
と
め

て
」
は
f
昭
和
五
十
一
年
四
月
か
ら
三
月
ま
で
十
二
か
月
、
二
十
四
局
で
放
送

す
る
経
費
一
億
七
千
九
百
十
九
万
円
が
計
上
さ
れ
て
い
る
。

日
地
方
文
化
活
動
費
補
助

①
都
道
府
県
文
化
活
動
費
補
助

都
道
府
県
が
主
催
す
る
芸
術
文
化
活
動
事
業
を
促
進
し
て
坦
方
に
お
け
る
芸

術
文
化
の
振
興
に
資
す
る
た
咬
昭
和
匹
十
三
年
度
か
ら
蒜
道
府
只
の
行
う
音

襄
滸
調
郷
踊
｀
美
術
、
文
芸
等
の
事
業
に
要
す
る
経
費
に
つ
い
て
柿
助
ふ
』

を
交
付
し
て
い
る
が
f
昭
和
五
十
一
年
度
饂
、
一
県
当
た
り
の
消
価
を
百
万
円

か
ら
百
七
十
万
円
に
引
き
上
げ
二
十
県
分
三
千
四
百
十
九
万
円
を
計
上
し
て
い

る。
②
地
方
文
化
施
設
自
主
票
業
促
進
費
補
助

各
都
市
の
文
化
施
没
が
地
方
に
お
け
る
文
化
の
振
輿
の
う
え
に
知
果
的
な
役

割
を
果
た
す
よ
う
、
昭
和
四
十
八
年
度
か
ら
文
化
施
設
が
主
催
す
る
侵
れ
た
癸

羞
音
楽
、
演
閥
等
の
芸
術
文
化
事
業
に
要
す
る
経
費
に
つ
い
て
補
助
し
て
お

り
、
昭
和
五
十
一
年
度
は
一
市
当
た
り
の
単
価
五
十
万
円
で
百
六
市
分
五
千
三

百
万
円
を
計
上
し
て
い
る
。

5

岨
方
文
化
指
導
者
海
外
派
遣
贅
補
助

都
道
府
県
・
指
定
郡
市
の
文
化
行
政
担
当
職
員
そ
の
他
旭
方
文
化
の
指
導
者

を
氾
外
に
派
遣
し
て
、
諸
外
国
の
文
化
行
政
、
文
化
事
情
を
胴
査
さ
せ
る
こ
と

は
地
方
文
化
の
振
輿
並
び
に
文
化
の
国
際
交
流
の
促
進
に
資
す
る
と
こ
ろ
が
板

め
て
大
き
い
。
こ
の
た
め
、
地
方
文
化
指
導
者
の
海
外
派
造
に
必
要
な
稲
助
金

百
五
十
万
円
（
四
入
分
）
を
計
上
し
て
い
る
。

口
芸
術
文
化
関
係
団
体
の
事
業
に
対
す
る
助
成

芸
術
文
化
の
向
上
普
及
は
、
芸
術
文
化
関
係
団
体
の
活
動
に
負
う
と
こ
ろ
が

栖
め
て
大
き
い
が
、
こ
れ
ら
の
団
体
の
多
く
は
r

資
金
不
足
で
十
分
な
活
動
が

で
き
な
い
実
情
に
あ
る
。
こ
の
た
め
、
従
来
か
ら
創
作
活
動
、
地
方
芸
術
文
化

振
興
、
在
京
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
助
成
、
青
少
年
等
へ
の
芸
術
普
及
、
芸
術
文
化
資

料
の
整
薗
、
芸
術
文
化
の
国
際
交
流
等
の
事
業
に
対
し
て
補
助
し
て
い
る
が
、

昭
和
五
十
一
年
度
は
、
五
十
年
度
よ
り
一
億
一
千
八
百
三
十
六
万
円
増
の
七
億

九
千
三
百
七
十
九
万
円
を
計
上
し
て
い
る
。

国
文
化
施
設
の
整
備

文
化
庁
で
は
f
均
方
芸
術
文
化
推
造
の
拠
点
と
し
て
霊
要
な
役
割
を
果
た
し

て
い
る
文
化
施
骰
（
芸
術
文
化
活
動
の
発
表
の
場
と
応
な
り
、
蝉
台
芸
術
鑑
賞

の
楊
と
も
な
る
劇
場
、
音
楽
、
示
ー
ど
美
術
展
示
拐
等
の
概
能
を
も
つ
施
設
）

の
整
備
を
造
め
て
い
る
が
、
さ
し
あ
た
り
人
口
十
万
入
以
上
の
都
市
及
び
広
域

市
町
村
圏
の
中
心
都
市
で
未
設
置
の
都
市
を
対
象
と
し
て
、
昭
和
四
十
二
年
度

か
ら
そ
の
建
設
に
対
し
て
駕
助
を
行
っ
て
い
る
。
こ
の
文
化
施
設
整
徽
費
補
助
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準
惜
詞
査
会
の
開
催
及
び
資
料
の
購
入
を
行
う
ほ
か
、
新
た
に
基
本
設
計
の
策

定
、
建
設
用
地
の
購
入
を
行
う
こ
と
と
し
、
二
億
七
千
七
百
八
十
四
万
円
を
計

上
し
て
い
る
。

①
国
立
国
際
美
術
館
（
仮
称
）
の
設
立
準
備

日
本
万
匡
博
覧
会
に
際
し
、
万
国
博
美
術
館
と
し
て
利
用
さ
れ
た
施
設
を
活

用
し
て
新
し
い
国
立
美
術
館
を
設
僅
し
て
ほ
し
い
旨
の
要
望
が
か
ね
て
よ
り
各

方
面
か
ら
出
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
ら
の
事
情
を
背
景
と
し
て
r

文
化
庁
の
芸
術

文
化
専
門
詞
査
会
か
ら
昭
和
四
十
八
年
八
月
「
旧
万
国
博
美
術
舘
は
、
日
本
美

術
の
滑
流
と
発
展
、
世
界
の
美
術
と
日
本
美
術
と
の
関
連
等
を
国
際
的
祝
野
に

立
ち
、
敦
育
的
配
慮
の
下
に
、
青
少
年
は
じ
め
広
く
一
般
に
理
解
さ
せ
る
こ
と

を
目
的
と
す
る
国
立
国
際
美
術
舘
（
仮
称
）
と
し
て
活
用
す
べ
き
で
あ
る
」
旨

の
翫
告
炉
行
わ
れ
た
。

こ
の
報
告
に
基
づ
き
、
昭
和
五
十
二
年
度
に
標
記
美
術
餌
を
開
設
す
る
こ
と

と
し
、
昭
和
四
十
九
年
度
か
ら
設
立
準
備
に
必
要
な
砕
費
を
計
上
し
て
お
り
、

昭
和
五
十
一
年
度
は
、
展
覧
会
開
催
等
準
備
及
び
施
設
設
棚
整
備
等
設
立
に
泌

要
な
準
備
を
行
う
た
め
の
経
費
と
し
て
、
一
億
五
千
三
百
七
十
宜
万
円
を
計
上

し
て
い
る
ほ
か
、
設
立
準
備
要
員
十
三
人
（
昭
和
四
十
九
年
度
四
人
、
昭
和
五

十
年
度
五
人
増
、
昭
和
五
十
一
年
度
四
人
増
）
を
置
く
こ
と
と
し
て
い
る
。

国
国
立
美
術
館
・
国
立
国
際
研
究
所
等
蛮
備
運
堂

①
国
立
美
術
饂
の
整
備
充
実

美
術
作
品
購
入
費
と
し
て
、
東
京
国
立
近
代
美
術
銅
、
京
都
国
立
近
代
美
箭

餌
、
面
立
西
洋
美
術
飽
の
三
館
を
合
わ
せ
て
二
千
五
十
万
円
増
の
二
億
四
千
八
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国
宝
。
重
要
文
化
財
等
の
買
い
上
げ

百
五
十
万
円
を
計
上
し
て
い
る
ほ
か

P

特
別
展
と
し
て
r

東
京
国
立
近
代
美
術

舘
は
、
「
キ
ュ
ー
ビ
ス
，
二
辰
」
開
催
贅
五
千
百
五
十
五
万
円

b

京
都
国
立
近
代

美
術
館
は
、
「
現
代
の
染
織
ー
~
ョ
ー
ロ
ッ
パ
と
日
本
‘
|
|
」
開
催
費
四
千
二

百
四
十
三
万
円
、
国
立
西
洋
美
術
誼
は
、
「
全
米
美
術
館
収
集
世
界
名
作
辰
」

阿
催
費
七
千
六
百
十
八
万
円
を
そ
れ
ぞ
れ
計
上
し
、
施
設
設
蒲
整
備
と
し
て
、

東
京
国
立
近
代
美
術
銅
分
室
（
旧
近
衛
師
団
司
令
部
庁
舎
）
整
備
の
た
め
、
昭

和
五
十
一
年
度
は
そ
の
墜
備
費
（
二
か
年
計
画
一
年
次
）
等
と
し
て
、
二
億
一

千
万
百
四
十
万
円
を
計
上
じ
て
い
る
。

ま
た
、
国
立
西
洋
美
術
舘
は
、
昭
科
五
十
年
度
に
新
館
建
設
調
査
を
行
っ
て

き
た
が
、
昭
和
五
十
一
年
度
は
、
新
舘
実
施
設
計
等
を
行
う
こ
と
と
し
て
、
四

千
四
百
八
十
五
万
円
を
計
上
し
、
ま
た
官
庁
営
繕
費
に
よ
り
一
部
工
事
齋
工
す

る
た
め
三
千
四
十
二
万
円
（
三
年
計
両
一
年
次
）
を
計
上
し
て
い
る
。

な
お
、
東
京
国
立
近
代
芙
術
館
に
お
い
て
は
、
分
室
設
置
準
難
要
員
と
し

ご
新
た
に
、
主
任
研
究
員
一
人
が
増
員
さ
れ
た
。

②
国
立
国
語
研
究
所
附
置
日
オ
語
敦
育
セ
ン
タ
ー
の
設
置

外
国
人
に
対
す
る
日
本
語
敦
育
を
総
合
的
に
推
迦
す
る
た
め
の
績
構
と
し

て
、
昭
和
四
十
九
年
度
国
立
国
語
研
究
所
に
日
本
語
敦
育
部
を
設
置
し
た
が
f

昭
和
五
十
一
年
度
は
、
こ
れ
を
拡
充
し
、
国
立
国
語
研
究
所
附
置
日
本
語
敦
育

七
ン
ク
ー
と
し
て
設
置
す
る
こ
と
と
し
、
こ
の
遮
営
に
要
す
る
径
贅
一
千
七
十

八
万
円
を
計
上
し
て
い
る
ほ
か
、
日
本
語
敦
育
セ
ン
タ
ー
の
設
備
充
実
の
た
め

の
設
備
覧
備
費
一
千
三
日
十
一
万
円
と
庁
含
新
営
費
（
三
年
計
両
三
年
次
）
三

億
七
千
十
一
万
日
を
官
庁
営
繕
費
と
し
て
計
上
し
て
い
る
。

万
円
、
旧
近
衛
師
団
司
令
部
庁
酋
一
千
八
十
七
万
円
を
、
新
規
事
業
と
し
て
旧

帝
国
京
都
博
物
館
五
千
五
百
二
十
万
円
、
旧
緒
方
洪
庵
住
宅
八
百
直
十
万
円
の

修
理
費
を
そ
れ
ぞ
れ
計
上
し
て
い
る
。
同
じ
く
国
有
文
化
財
美
術
工
芸
品
に
つ

い
て
4

竺
五
百
六
十
八
万
円
の
修
理
費
を
計
上
し
て
い
る
。

国
宝
。
霊
要
文
化
財
の
防
災
事
業
に
つ
い
て
は
、
建
造
物
関
係
で
は
、
警
報

設
借
、
消
火
設
備
、
避
雷
設
備
の
設
置
等
の
一
般
防
災
の
ほ
か
、
火
除
池
の
設

置
な
ど
の
環
境
保
全
、
民
家
の
緊
急
調
査
及
び
買
い
上
げ
ヽ
網
害
緊
急
防
除
な

ど
の
諸
事
業
を
実
施
す
る
経
費
と
し
て
五
億
二
千
四
百
一
万
円
の
補
助
金
を
計

上
し
て
い
る
。
美
術
工
芸
品
関
係
で
は
、
一
般
防
災
と
保
存
庫
の
設
写
犀
に
九
千

百
二
十
三
万
円
の
補
助
金
を
計
上
し
た
ほ
か
、
指
定
文
化
財
を
多
数
所
有
す
る

社
寺
の
収
蔵
庫
建
殷
贅
補
助
と
し
て
九
千
五
百
九
十
九
万
円
を
計
上
し
て
い

る。
ま
た
、
新
た
に
歴
史
資
料
調
査
費
補
助
金
と
し
て
一
千
五
百
万
円
を
計
上
し

た
ほ
か
、
前
年
度
に
引
き
続
き
古
文
警
緊
急
闘
査
等
に
要
す
る
経
費
を
計
上
し

て
い
る
。

国
宝
二
犀
要
文
化
財
等
の
散
逸
、
海
外
流
出
等
を
防
止
し
、
国
が
こ
れ
を
買

い
上
げ
て
，
禎
極
的
に
そ
の
保
存
、
活
用
を
図
る
た
め
、
固
宝
。
霊
要
文
化
財

買
い
上
け
費
十
三
伍
二
千
百
万
円
を
計
上
し
r

ま
た
、
無
形
文
化
財
資
料
の
購

入
に
要
す
る
経
費
―
―
一
百
二
十
六
万
円
を
計
上
し
て
い
る
。

こ
の
ほ
か
、
匡
立
歴
史
民
俗
博
物
館
（
仮
称
・
後
記
）
の
資
料
購
入
費
と
し

註
鰐
名
「

r
-
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i
圭
芍
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活
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昭
和
五
十
一
年
度
の
国
の
文
化
財
保
襲
関
係
予
算
は
、
本
庁
及
び
各
附
属
機

関
の
人
件
贅
を
除
ぎ
百
五
十
九
億
二
千
二
百
万
円
で
あ
り
、
前
年
度
当
初
予

算
に
比
し
十
三
億
九
千
九
百
万
円
(

1

0

%

)

の
増
と
な
っ
て
い
る
。

特
に
こ
の
う
ち
、
昭
和
五
十
年
に
文
化
財
保
護
法
が
改
正
さ
れ
た
こ
と
に
伴

う
文
化
財
保
護
法
改
正
関
係
予
算
は
、
十
一
億
八
百
九
十
五
万
円
で
あ
り
、
前

年
度
当
初
予
算
に
比
し
五
億
三
千
四
百
九
十
七
万
円
（
九
三
％
）
の
増
と
な
っ

て
謬
灼
、
そ
の
内
訳
は
埋
蔵
文
化
財
保
存
対
策
九
億
三
千
六
百
八
十
三
万
円
r

民
俗
文
化
財
の
保
護
四
千
七
百
五
十
四
万
円
、
伝
統
鉤
建
造
物
群
保
存
地
区
保

存
対
策
六
千
王
万
円
、
文
化
財
保
存
技
術
保
護
二
千
八
百
ニ
カ
円
、
そ
の
他
三

千
六
百
瓦
十
二
万
円
で
あ
る
。

国
宝
・
霞
要
文
化
財
の
修
坦
事
業
に
つ
い
て
は
特
に
建
造
物
保
存
修
理
に
言

点
を
置
き
、
こ
の
関
係
で
は
東
大
寺
金
堂
等
の
継
続
事
業
を
含
め
、
二
十
一
億

四
千
九
百
八

9
9
-
'

万
円
、
美
術
工
芸
品
関
係
で
は
一
億
一
千
八
十
i
万
円
の
證
助

金
を
計
上
し
て
い
る
。

ま
た
、
国
有
文
化
財
建
造
物
で
国
が
直
捩
修
理
を
行
う
も
の
と
し
て
は
、
箭

年
度
か
ら
の
継
続
事
業
と
し
て
北
海
道
大
学
農
学
部
第
二
千
七

て
四
千
二
十
一
万
円
を
、
東
京
r

京
都
、
奈
良
の
三
国
立
博
物
館
の
陳
列
品
贈

入
費
と
し
て
二
倍
九
千
三
百
万
円
を
計
上
し
て
い
る
。

最
近
の
各
龍
国
土
開
発
事
業
等
の
急
速
な
進
展
に
伴
い
、
史
跡
名
勝
天
然
記

念
物
や
埋
蔵
文
化
財
の
保
護
の
問
題
が
各
地
で
提
起
さ
れ
、
こ
れ
ら
の
問
題
の

解
決
は
、
文
化
財
保
護
行
政
の
上
で
最
も
緊
急
の
課
題
の
一
っ
と
な
っ
て
い

る。

日
史
跡
等
買
い
上
げ
費
補
助

史
跡
指
定
地
の
う
ち
、
民
有
池
に
つ
い
て
、
急
激
な
開
発
に
よ
り
法
に
よ
る

現
状
変
更
の
規
制
の
み
で
は
史
跡
を
保
存
す
る
こ
と
が
極
め
て
困
難
と
蹂
っ
て

き
て
い
る
た
め
、
地
方
公
共
団
体
に
捕
助
金
を
交
付
し
て
公
有
化
を
図
ろ
う
と

す
る
も
の
で
、
昭
和
五
十
一
年
度
に
は
、
四
十
六
億
七
千
六
百
万
円
（
補
助
率

八
割
）
を
計
上
し
て
い
る
。
ま
た
こ
の
ほ
か
、
昭
和
四
十
九
年
度
よ
り
地
方
債

又
は
土
池
開
発
公
社
等
に
よ
る
先
行
取
得
に
対
し
て
そ
の
償
透
又
は
再
取
得
の

経
費
を
後
年
度
に
補
助
す
る
方
法
も
併
せ
て
行
叉
史
跡
等
の
公
有
化
の
促
進

を
図
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

口
修
理
、
環
境
整
備
費
禰
助

史
跡
内
の
石
垣
の
修
理
や
建
物
の
屋
板
の
葺
替
え
等
の
修
廻
事
業
及
び
整

嗅
芝
張
り
、
檻
樹
等
の
環
境
整
借
事
業
に
つ
い
て
は
、
五
億
四
千
万
百
九
十

―
―
一
万
円
の
補
助
金
を
計
上
し
て
い
る
。
こ
の
環
境
整
備
事
業
の
う
ち
に
は
、
各

地
方
に
お
け
る
麿
史
的

r

風
土
的
特
性
を
表
す
遺
跡
が
多
く
所
在
す
る
地
域
の

1111!'111111!111!1!1 

史
跡
名
勝
天
然
記
念
物
の
保
存
整
備

国
宝
。
重
要
文
化
財
の
保
存
整
備

化
財
保
護
の
充
実
佃

ま
た
、
定
員
を
七
人
か
ら
九
人
に
増
員
し
た
。
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五
無
形
文
化
財
の
保
存
活
用

一
体
的
な
保
存
及
び
普
及
活
用
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
「
風
土
記
の
丘
」

の
整
備
事
業
も
含
ま
れ
て
い
る
。

国
防
災
施
設
設
置
費
等
補
助

史
跡
等
の
防
災
事
業
及
び
囲
柵
、
標
識
、
説
明
板
等
の
保
存
施
設
事
業
に
つ

い
て
は
、
二
千
二
百
十
三
万
円
の
補
助
金
を
計
上
し
て
い
る
。

ま
た
、
昭
和
四
十
九
年
度
よ
り
史
跡
等
の
保
存
管
理
計
画
の
策
定
に
要
す
る

経
費
を
補
助
し
て
お
り
、
昭
和
五
十
一
年
度
は
一
千
五
百
一
―
―
十
万
円
の
補
助
金

闊
上
し
て
い
る
。

回
平
城
宮
跡
及
び
飛
鳥
•
藤
原
地
域
の
保
存
整
備

平
城
宮
跡
や
飛
鳥
•
藤
原
地
域
は
、
我
が
国
の
歴
史
上
そ
の
意
義
が
特
に
重

要
な
も
の
で
あ
る
の
で
、
そ
の
保
護
の
た
め
に
毎
年
重
点
的
に
予
算
を
計
上
し

て
お
り
、
そ
の
保
存
整
備
が
苧
庫
々
と
進
ん
で
い
る
。

ま
ず
、
平
城
宮
跡
に
つ
い
て
は
、
国
費
に
よ
る
東
院
地
城
の
土
池
の
買
い
上

げ
費
二
億
八
千
百
八
十
万
円
（
先
行
取
得
分
の
土
地
の
再
取
得
費
を
含
む
。
）
、

発
掘
調
査
費
一
億
六
千
八
百
七
十
万
円
、
整
備
管
理
費
一
億
一
千
八
十
六
万
円

等
総
額
五
億
六
千
九
百
七
十
七
万
円
を
計
上
し
て
い
る
。

飛
鳥
•
藤
原
地
城
に
つ
い
て
は
、
藤
原
宮
跡
等
の
土
地
の
国
費
に
よ
る
買
い

上
げ
費
五
偉
円
、
重
要
遺
跡
の
発
掘
調
査
費
一
億
一
千
五
百
四
十
万
円
、
遺
跡

の
整
備
管
理
費
二
千
八
十
九
万
円
等
総
額
で
六
億
四
千
二
百
八
十
六
万
円
を
計

上
し
て
い
る
ほ
か
、
広
く
国
民
一
般
に
飛
鳥
地
域
の
歴
史
と
文
化
財
を
理
解
さ

せ
る
た
め
の
展
示
施
設
と
し
て
、
飛
鳥
資
料
館
（
昭
和
五
十
年
三
月
開
館
）
を

運
営
し
て
い
る
。

国
埋
蔵
文
化
財
緊
急
調
査
費
補
助
・

埋
蔵
文
化
財
包
蔵
地
に
お
け
る
土
木
工
事
等
に
先
立
っ
て
行
う
緊
急
発
掘
調

査
費
の
補
助
七
億
七
千
万
円
、
特
に
大
規
模
な
開
発
が
予
想
さ
れ
る
地
域
に
所

在
す
る
遺
跡
に
つ
い
て
の
遺
跡
詳
細
分
布
調
査
費
の
補
助
五
千
万
円
、
重
要
遺

跡
に
つ
い
て
そ
の
範
囲
と
性
格
を
究
明
す
る
た
め
の
重
要
遺
跡
確
認
調
査
費
の

補
助
四
千
五
十
万
円
、
総
額
八
億
六
千
五
十
万
円
（
前
年
度
四
億
七
千
五
十
万

円
）
を
計
上
し
て
い
る
。
•

詞
文
化
財
バ
ト
ロ
ー
ル

開
発
等
か
ら
文
化
財
を
守
る
た
め
、
各
都
道
府
県
が
文
化
財
保
護
指
導
委
員

等
を
委
嘱
し
、
重
要
文
化
財
建
造
物
及
び
史
跡
名
勝
天
然
記
念
物
並
び
に
重
要

な
埋
蔵
文
化
財
包
蔵
地
を
巡
視
さ
せ
る
等
の
た
め
の
経
費
に
つ
い
て
、
二
千
六

百
九
十
四
万
円
の
補
助
金
を
計
上
し
て
い
る
。

固
地
方
埋
蔵
文
化
財
調
査
セ
ン
タ
ー
設
鷹
費
補
助

一
館
分
六
千
五
百
万
円
を
計
上
し
て
い
る
ほ
か
、
奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所

の
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
に
新
た
に
、
分
布
調
査
及
び
集
落
考
古
の
研
修
課
程

を
増
設
し
、
定
員
を
三
人
増
員
（
現
在
十
二
人
）
す
る
と
と
も
に
運
営
費
三
千

百
l

―-+
1

1

一
万
円
を
計
上
し
て
い
る
。

重
要
無
形
文
化
財
の
保
持
者
（
い
わ
ゆ
る
人
間
国
宝
）
に
支
給
す
る
特
別
助

成
金
を
一
人
当
た
り
百
万
円
か
ら
百
二
十
万
円
に
増
額
す
る
こ
と
と
し
て
い

る。

国
宝
、
重
要
文
化
財
等
の
保
存
、
修
理
等
に
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
技
術

七
文
化
財
保
存
技
術
の
保
護

六

民
俗
文
化
財
の
保
護

国
天
然
記
念
物
の
保
存
対
策
の
充
実

動
植
物
等
の
天
然
記
念
物
に
つ
い
て
も
、
開
発
等
に
よ
る
生
育
環
境
の
変
化

の
結
果
、
そ
の
保
存
が
憂
慮
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
に
対
し
て
、
保
護
増
殖
事

業
費
補
助
、
緊
急
調
査
費
補
助
、
カ
モ
シ
カ
等
食
害
対
策
調
査
研
究
委
託
費

（
新
規
）
等
総
額
八
千
六
百
十
四
万
円
を
計
上
し
て
い
る
。

埋

蔵

文

化

財

の

保

護

H

全
国
遺
跡
分
布
地
図
作
成

国
土
開
発
の
急
激
な
進
展
に
対
処
し
て
、
埋
蔵
文
化
財
の
保
護
を
図
る
た

め
、
埋
蔵
文
化
財
包
蔵
堆
を
周
知
さ
せ
る
必
要
が
あ
り
、
昭
和
四
十
六
年
度
か

ら
実
施
し
て
い
る
全
国
遺
跡
分
布
調
査
を
基
礎
と
し
て
、
昭
和
四
十
八
年
度
か

ら
各
県
別
に
全
国
遺
跡
分
布
池
図
を
作
成
し
て
い
る
が
、
昭
和
五
十
一
年
度

は
、
こ
の
た
め
の
経
費
と
し
て
一
千
七
百
五
十
八
万
円
（
前
年
度
一
千
五
百
二

十
六
万
円
）
を
計
上
し
地
図
作
成
の
促
進
を
図
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

は

遺

跡

周

知

費

補

助

．

昭
和
五
十
年
の
文
化
財
保
護
法
の
改
正
に
よ
り
、
国
及
び
地
方
公
共
団
体
が

埋
蔵
文
化
財
包
蔵
地
に
つ
い
て
周
知
の
徹
底
の
た
め
に
必
要
な
措
置
の
実
施
に

努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
旨
の
規
定
が
設
け
ら
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
昭
和
五
十

一
年
度
か
ら
新
た
に
遺
跡
周
知
費
補
助
と
し
て
、
都
道
府
県
が
全
国
各
市
町
村

ご
と
に
遺
跡
台
帳
を
作
成
、
整
備
し
た
上
、
精
度
の
高
い
地
図
に
遺
跡
の
所
在

状
況
を
示
し
た
原
図
を
作
成
し
、
こ
れ
を
各
市
町
村
に
常
備
す
る
た
め
の
事
業

に
対
し
補
助
を
行
う
こ
と
と
し
、
三
千
百
八
十
一
事
万
円
を
計
上
し
て
い
る
。

ま
た
、
重
要
無
形
文
化
財
を
保
存
す
る
た
め
の
伝
承
者
養
成
補
助
、
公
開
の

補
助
、
文
楽
協
会
等
に
対
す
る
団
体
助
成
、
地
方
無
形
文
化
財
の
調
査
・
記
録

作
成
の
補
助
等
と
し
て
一
億
二
千
五
百
万
円
、
ま
た
、
新
た
に
国
立
能
楽
堂

（
仮
称
）
設
立
準
備
調
査
費
百
六
十
万
円
を
計
上
し
て
い
る
。

な
お
、
特
殊
法
人
国
立
劇
場
に
つ
い
て
は
、
．
役
職
員
給
与
、
管
理
運
営
費
、

伝
承
者
養
成
事
業
費
等
総
額
十
五
億
四
百
九
十
四
万
円
を
補
助
す
る
こ
と
と
し

て
い
る
。

昭
和
五
十
年
の
文
化
財
保
護
法
の
改
正
に
よ
り
、
民
俗
芸
能
を
民
俗
文
化
財

の
中
に
位
置
づ
け
る
と
と
も
に
、
無
形
の
民
俗
文
化
財
の
指
定
制
度
が
新
設
さ

れ
た
こ
と
に
伴
い
、
新
規
に
重
要
無
形
民
俗
文
化
財
保
存
団
体
補
助
と
し
て
三

千
万
円
を
計
上
す
る
な
ど
、
無
形
民
俗
文
化
財
補
助
金
を
大
幅
に
増
額
し
、
四

千
四
百
八
十
一
万
円
を
計
上
し
て
い
る

U

ま
た
、
重
要
有
形
民
俗
文
化
財
を
保

存
す
る
た
め
の
収
蔵
庫
建
設
費
補
助
金
三
千
九
百
五
十
万
円
、
地
方
歴
史
民
俗

資
料
館
の
建
設
費
補
助
金
（
県
立
二
館
、
市
町
村
立
十
五
館
）
一
億
一

1

一
千
五
百

万
円
を
引
き
続
き
計
上
す
る
と
と
も
に
、
新
た
に
ア
イ
ヌ
民
俗
文
化
財
緊
急
調

査
費
と
し
て
五
百
万
円
を
計
上
す
る
な
ど
、
民
俗
文
化
財
の
保
護
の
た
め
総
額

二
億
四
千
八
百
七
十
四
万
円
を
計
上
し
て
い
る
。

四
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集
落

r

町
並
み
の
保
存
に
つ
い
て
は

r

昭
和
五
十
年
の
文
化
財
保
護
法
の
改

正
に
よ
り
、
伝
諒
的
建
造
物
群
保
存
池
区
制
度
が
新
設
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、

新
た
に
、
霊
要
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
址
区
（
市
町
村
が
定
め
た
伝
統
的
建
造

物
群
保
存
地
区
の
う
ち
文
部
大
臣
炉
選
定
す
る
地
区
）
に
つ
い
て
、
市
町
村
が

実
施
す
る
保
存
修
理
及
び
防
災
施
設
費
等
に
対
す
る
補
助
と
し
て
四
千
九
百
七

十
五
万
円
を
計
上
し
て
い
る
ほ
か
、
前
年
度
に
引
き
続
き
、
昭
和
四
十
七
年
度

か
ら
行
っ
て
い
る
集
落
，
釘
並
み
調
査
費
と
し
て
二
百
三
十
万
円
、
昭
和
四
十T

九
年
度
よ
り
実
施
し
て
い
る
市
町
村
が
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区
の
保
存
対

策
の
樹
立
に
資
す
る
こ
と
を
巨
的
と
し
て
行
う
保
存
状
況
等
の
調
査
及
び
保
存

計
画
の
策
定
に
関
す
る
事
業
に
対
す
る
補
助
（
毎
年
度
十
市
町
村
）
と
し
て
八

百
万
円
、
総
額
六
千
五
万
円
を
計
上
し
て
い
る
。

八
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区
の
保
存

者

。

技

能

者

は

、

ま

た

、

後

継

者

難

の

た

め

近

年

減

少

の

一
途
を
た
ど
り
r

今
後
の
文
化
財
保
存
に
大
き
な
支
障
を
き
た
す
お
そ
れ
が
あ

る。
昭
和
五
十
年
の
文
化
財
保
護
法
改
正
に
よ
り
、
文
化
財
の
保
存
技
術
の
選
定

制
度
が
創
設
さ
れ
た
が
、
昭
和
五
十
一
年
度
は
、
詞
年
度
に
引
き
続
い
て
建
造

ふ
き

物
修
碑
技
術
者
、
彫
刻
・
エ
芸
品
修
理
技
術
者
及
び
屋
板
葺
技
能
者
の
伝
承
者

養
成
事
業
を
行
う
三
団
体
に
対
し
て
補
助
す
る
と
と
も
に
、
木
工
技
能
者
、
国

う

る

し

す

ぎ

内
産
漆
栽
培
。
採
取
。
翰
製
技
術
者
、
手
漉
和
紙
用
具
製
作
技
術
者
の
伝
承
者

養
感
厚
業
を
行
う
新
規
三
団
体
に
対
す
る
補
助
、
団
体
の
ぽ
か
個
人
に
対
し
て

も
補
助
（
一
人
当
た
り
八
十
万
円
）
を
行
う
こ
と
と
す
る
な
ど
総
頷
三
千
五
十

七
万
円
を
計
上
し
て
い
る
。

陳
列
品
購
入
費
と
し
て
、
東
京
国
立
博
物
館
、
京
都
国
立
博
物
銅
r

奈
良
国

立
博
物
館
の
三
誼
を
合
わ
せ
て
三
千
八
百
万
円
増
の
二
億
九
千
三
百
万
円
を
計

上
し
て
い
る
ほ
か
、
特
別
展
と
し
て
、
東
京
国
立
博
物
舘
は
、
「
日
本
の
武
器
f

武
具
」
開
催
費
宜
千
五
百
四
十
七
万
円
、
京
都
国
立
博
物
縮
は
、
「
全
米
美
術

館
収
集
批
界
名
作
展
」
及
び
「
日
本
の
肖
像
展
」
開
催
費
四
千
六
百
七
十
四
万

円
、
奈
良
国
立
博
物
館
は
、
「
平
安
、
鎌
倉
時
代
の
金
銅
仏
」
醇
催
費
二
千
七

百
三
十
九
万
円
を
そ
れ
ぞ
れ
計
上
し
て
い
る
。（

文
化
庁
長
官
官
房
会
計
謀
長
）

＋ 九

国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
（
仮
称
）
の
設
置

国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
（
仮
称
）
は
、
我
が
国
の
政
治
、
経
済
、
社
会
、
文

化
な
ど
の
各
分
野
の
歴
史
資
料
と
衣
食
住
、
生
業
、
信
印
な
ど
に
関
す
る
民
俗

文
化
財
を
収
集
：
保
管
。
展
示
し
、
併
せ
て
こ
れ
ら
の
資
料
に
つ
い
て
の
情
報

サ
ー
ビ
ス
の
提
供
及
び
教
育
活
動
を
行
い
、
も
っ
て
国
民
を
は
じ
め
広
く
世
界

の
人
々
が
我
が
匡
の
歴
史
と
民
俗
に
対
し
て
知
識
と
浬
解
を
深
め
る
こ
と
を
目

的
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
同
博
物
館
の
設
立
準
備
は
、
昭
和
四
十
二
年
度
か
ら

進
め
ら
れ
て
お
り
、
建
設
予
定
地
は
千
葉
県
佐
倉
市
佐
倉
城
跡
を
予
定
し
て
い

る。
昭
和
五
十
一
年
度
に
お
い
て
は
、
新
た
に
、
実
施
設
計
に
要
す
る
経
費
を
計

上
し
た
ほ
か
、
前
年
度
に
引
き
続
き
、
博
物
舘
資
料
買
い
上
げ
、
製
作
を
行
う

な
ど
総
額
二
億
七
千
九
百
四
十
七
万
円
を
計
上
し
て
、
そ
の
設
立
準
備
を
進
め

て
い
る
。

国
立
博
物
館
整
備
運
営
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館
山
市
C
A
T
V
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て

〔
現
地
ル
ポ
〕

文
部
省
の
テ
レ
ビ
関
係
事
業
紹
介

放
送
大
学
基
本
計
画
に
つ
い
て

情
報
化
社
会
と
著
作
権
問
題

〔
解
説
〕

マ
ス
メ
デ
ィ
ア
の
発
達
と
生
涯
学
習

子
供
と
映
像
文
化

〔
座
談
会
〕

テ
レ
ビ
と
教
育

（
出
席
者
）

多
情
報
社
会
の
中
の
教
育

情
報
化
社
会
の
展
望

〔
特
集
・
情
報
化
社
会
と
教
育
〕

次

号

・

目

次

銀

杏

純

社

会

教

育

局

大

学

局

文

化

庁

井

岡

好

郎

木
原
健
太
郎

辻

功

笠

原

亨
1

一
・
班
目
文
雄
・
古
谷
糸
子

松
原
治
郎
・
佐
藤
清
四
郎
・
（
司
会
）
澤
田

徹

加

藤

秀

俊

◇
昭
和
五
十
一
年
度
の
国
の
予
算
案
は
、
ま

だ
国
会
に
お
け
る
審
議
が
終
っ
て
お
り
ま
せ

ん
が
、
今
月
号
で
は
、
昨
年
末
に
ま
と
ま
っ

た
政
府
予
算
案
を
基
に
、
そ
こ
に
盛
ら
れ
て

い
る
文
教
施
策
に
つ
い
て
重
点
事
項
を
中
心

に
紹
介
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。
な
お
、
三
月

-

1

-

+

1

日
に
は
、
四
月
一
日
か
ら
五
月
十
日

ま
で
の
期
間
四
十
日
間
の
暫
定
予
算
が
国
会

で
可
決
し
て
い
ま
す
。

◇
三
月
の
一
時
期
、
文
部
省
南
側
の
私
ど
も

の
部
屋
に
ガ
ラ
ス
越
し
に
射
し
込
む
日
射
し

は
ま
ぶ
し
い
ほ
ど
だ
っ
た
の
で
す
が
、
こ
の

と
こ
ろ
、
ま
た
冬
に
逆
も
ど
り
し
た
よ
う
な

は
だ
寒
い
お
天
気
が
続
い
て
い
ま
す
。

昔
、
人
々
が
貧
し
か
っ
た
頃
は
、
庶
民
に

と
っ
て
春
は
食
物
の
不
足
す
る
辛
い
季
節
で

あ
り
、
実
り
の
秋
こ
そ
が
喜
び
の
時
だ
っ
た

そ
う
で
す
。

今
や
私
た
ち
に
と
っ
て
の
四
月
は
、
若

葉
、
新
緑
、
新
学
期
、
新
年
度
の
季
節
。
お
正

月
に
も
負
け
な
い
明
る
い
イ
メ
ー
ジ
を
も
っ

た
新
規
ま
き
直
し
の
季
節
で
す
。
隣
り
の
国

立
教
育
会
館
で
行
わ
れ
る
卒
業
式
、
入
学
式

に
集
う
若
人
た
ち
の
晴
れ
や
か
な
ざ
わ
め
き

を
見
る
に
つ
け
、
私
た
ち
職
業
人
も
あ
の
頃

の
よ
う
な
新
鮮
な
気
持
で
新
し
い
仕
事
に
取

り
組
み
た
い
も
の
だ
と
反
省
し
て
い
ま
す
。

◇
来
月
号
で
は
、
通
信
機
器
の
発
達
や
電
算

機
利
用
の
普
及
な
ど
の
い
わ
ゆ
る
情
報
化
の

進
展
が
も
た
ら
す
教
育
上
の
諸
問
題
に
つ
い

て
特
集
す
る
予
定
で
す
。

(

Y
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